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租

税

於

げ

る

家

計

抽
押

戸

正

古住

緒
言
(
本
論
白
日
時
)

第
一
段
所
仰
措
に
於
け
る
車
計
(
付
所
得
枯
に
て
特
に
川
越
と
な
る
町
田
川
及
特
製
川
比
誌
山
い
一
般
に
人
枕
に
て
加
古
所
得
砥
に
で
九
四
兆
拍
車
4

U
集
計
削
誌
の
質
例
凶
行
は
る
る
例
一
川
AH邦
川
英
岡
一
例
川
加
山
出
制
仰
凶
…
山
米
岡
山
行
は

f
る
例
同
民
社
説
一
拙
白
星
担
及
日
韓
関
知
一
川
口
比
一
前
一
川
公
平
諜
枕

上
仰
い
州
政
上
川
短
所

A
葉
忠
則
、
川
公
平
課
税
仁
川
技
術
上
口
む
を
仰
ぎ
る

ZA4小
川
同
肘
別
抑
制
山
田
者
同
別
居
同
組
中
間
者
一
川
油
川
書
出
を
誹
ず
る
者

向
h
齢
に
快
る
ま
め
技
術
上
位

uZる
不
公
平
一
川
結
婚
式
の
布
純
一
川
井
即
時
と
早
川
制
椋
向
井
且
上
町
不
公
平
一
山
批
市
川
葉
県
l
川
M
設
」
パ
い
主
に
刷

し
2
共
仙
の
家
族
目
に
酬
し
)

第
二
段

商
他
山
口
一
柑
に
於
け
6
家
剖
(
↓
戸
動
剖
斗
諸
物
枯
川
則
的
品
目
枕
い
一
般
ろ
特
に
織
物
祇
国
安
担
税
一
川
相
続
耽
引
隔
引
軸

C
牧
益
枕

(

(

(

(

(

(

{

 

結
論
(
令
丈
の
型
旨
)

論

議

租
肱
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
巻

九
六
五

第
五
貌

緒

ニ一目

納
税
義
務
者
が
問
題
と
な
る
の
時
、
其
れ
は
岡
家
、

地
方
阻
憾
に
属
す
る
各
仰
の
人
に
、
納
税
義
務
が
あ
る
ご

さ
れ
、
真
に
其
れ
は
自
然
人
で
あ
る
か
、
法
人
で
あ
る
か
、
何
れ
に
し
て
も
人
格
者
で
あ
る
古
せ
ら
れ
る
。
法
人



論

鑓

組
曲
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
巻

九
六
六

傍
証
蹴

四

は
輯
ら
く
捕
込
d

・
自
然
人
又
は
例
入
、
其
も
の
が
納
税
義
務
者
ご
な
ち
、
納
税
叫
単
位
正
な
る
や
う
に
見
旬
、
れ
る
。

形
式
上
か
ら
し
て
は
、

正
に
某

ω遁
h
.た
が
、

さ
て
宵
際
上
巣
し
て
何
'
7
h
r
ご
い
ふ
吉
、
個
人
主
義
的
経
済

ω行

古
う
ど
の
み
は
限
ら
宇
、
仰
人
が
倒

は
る
、
欧
米
で
も
、
例
人
が
例
人
ご
し

τの
み
納
枕
す
る
ω
h
r
t
い
ふ
ご
、

人
ご
し
て
納
め
る
こ
古
も
回
よ
b
存
す
る
り
れ
ど
も
、
彼
が
ひ
し
ろ
仰
人

ω集
凶
た
る
家
計
、
又
は
・
山
部
族
的
代
表

ぜ
し
て
、
共
家
計
又
は
家
族
の
勉
め
に
納
め
る
ご
解
す
明
へ
き
場
令
が
少
〈
な
い
。
揚
枕
者
正
し
て
も
亦
た
伺
人
が

個
人
ピ
し
て
税
を
捻
ふ
・
』
ご
も
あ
る
が
、

む
し
ん
多
〈
の
場
合
、
彼
が
む
し
ろ
家
計

ω代
表
ご
し
て
之
を
掠
ふ
所

で
あ
る
。
比
闘
M

怖
を
精
密
に
考
鹿
す
る
守
}
正
は
、
租
枕
政
策
上
重
要
で
ゐ
り
、
此
が
考
慮
的
工
合
に
よ

h
τ
は
公

卒
の
課
枇
に
反
L
、
副
曾
政
策
に
も
背
吉
、
家
族
制
度
乃
至
家
族
生
活
を
破
壊
す
る
こ
己
に
も
な
る
。
然
る
に
此

貼
に
つ
い
工
の
考
慮
は
自
然
、
ま

r頗
る
甜
附
き

ω戚
が
あ
る
Q

英
お
で
忍
は
此
に
就
い

τ
の
一
般

ω注
意
を
促
が

す
べ
〈
、
此
一
・
す
ん
を
昔
話
綴
っ
て
見
る
。

第
一
段

所
得
税
に
於
げ
る
家
計

一
家
計
が
所
得
税
に
於

τ特
に
問
題
ピ
な
る
の
理
由
及
共
結
川
県
|
|

A
英
理
由
|
|
質
際
、
各
国
の
色
々
の
税
を
泌
糊
す
る
ど
、
此
家
計
一
減
税
が
去
ご
し
て
問
題
ピ
き
る
、
の
は
所

得
税
ご
い
ふ
人
税
に
於
て
で
あ
る
ど
い
u

ふ
事
を
見
出
す
。
共
は
何
故
h
r
d」い

ιの
に
い
納
枕
す
べ
き
単
位
が
例
人

斗
A 司'.



か
家
計
か
ご
い
ふ
事
は
人
枕
に
於
て
の
み
問
題
正
な
b
得
て
、
物
税
に

τは
問
題
ご
な
ら
旧
制
か
ら
で
ゐ
る
(
註
一
)
Q

詳
し
く
い
ふ
正
、
人
枇
で
は
人
山
会
館
り
能
力
を
見

τ、
有
ら
ゆ
る
共
入
所
尉
叫
純
情
朕
磁
を
考
慮
し
な
〈
て
は

な
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
か
ら
、
躍
に
或
人
的
自
然
人
己
し
て
の
車
獅
な
る
叫
航
路

ω考
袋
の
み
で
は
誤
算
相
を
知
る
こ

t

は
山
家
ぬ
。
賞
際
.
人
が
可
な
hJ
多
〈
、

U
し
ろ
殆
九
ど
一
般
仁
家
族
を
持
も
、
家
計
L
Z

帥
明
白
む
以
上
は
、
此
家
計

か
ら
見
た
、
布
ら
ゆ
る
積
極
的
又
は
泊
料
的
り
、
能
力
に
影
響
す
べ
き
動
力
を
考
舷
L
て
、
初
め
T
共
人
的

ω
金

能
力
が
分
か
る
o

家
計
に
脱
す
る
諸
り
人
々
の
所
符
が
此
家
計
仁
集
め
ら
れ
英
等

ω人
的
出
費
が
此
刻
家
計
か
ら

し
て
山
き
る
、
に
り
で
は
、
家
計
を
金
値
ご
し
て
見

τ初
め
て
、
縦
駒
田
平
位
的
金
能
力
が
現
は
れ
、
家
長
以
卸
も

此
全
能
力
を
代
表
す
べ
〈
、
彼
れ
の
み
の
即
獅
的
能
力
を
見
る
-
二
」
は
貨
際
不
可
能
ピ

L
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
で

人
枕
で
は
、
家
族
生
活
.
家
計

ω存
す
る
限
h
、
家
計
を
車
位
ど
し
て
能
力
十
一
計
h
、
納
枕
を
柑
岬
J
4
3
も
の
ご

い
ふ
ニ
ピ
仁
な
る
(
比
二
)
O

然
る
仁
物
枕

r，
己
、
物
を
見

τ人
を
見
干
、
税
は
大
館
・
客
制
的
に
定
ま
h
、
持
主
の

事
情
如
何
に
拘
ら
中
取
る
も
の
だ
か
ら
し
て
、
義
務
者

ω家
計

ω全
離
を
問
ふ
に
及
ば
旧
制
。
彼
が
家
計
事
情
に
於

て
大
な
る
能
力
を
有
つ

E
小
な
る
能
力
を
布
つ
ご
を
問
は
守
、
英
課
税
物
件
に
現
は
れ
た
る
に
け
の
功
怖
を
見

τ、

之
に
相
脚
脳
的
課
税
を
咽
却
す
の
で
あ
る
。
ど
か
ら
し
て
物
枕
じ

τは
義
務
者
が
家
長
で
あ
る
ご
、
軍
側
、
濁
身
の
例
人

で
め
る
ご
に
於

τ負
滋
り
等
差
は
な
き
ニ
正
に
な
る
o
尤
も
物
枕
に
て
も
或
度
ま
で
、
叉
は
多
少
、
人
的
事
怖
を

考
慮
す
る
ご
レ
ふ
事
が

b
h
、
北
(
れ
だ
け
で
は
二
次
的
に
家
計
を
考
慮
す
る
こ
ご
も
あ
る
が
・
立
一
は
他
迄
も
物
税

司厨占 " 
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i品

議

租
植
に
於
け
る
家
計

の
特
徴
で
な
い
。
何
そ
し
て
其
の
人
税
ご
い
ふ
の
も
、
我
闘
に
地
方
税
ご
し
て
存
す
る
戸
数
割

ω如
き
特
例
を
別

第
二
十
五
容

九
六
λ

第
豆
腕

Z
L、
最
康
〈
行
は
れ
て
居
る
の
は
、
所
得
枕

rhrら
し
て
、
夫
の
家
計
考
慮
が
主
ご
し
て
此
所
得
税
に
於
て
超

る
古
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

)
 

物
枯
と
い
ふ
の
に
此
い
訟
時
、
と
狭
い
話
時
と
あ
る
。

1
前
山
山
〈
は
、
人
枕
に
封
し
て
、
人
山
全
能
力
に
怯
ら

f
L
て
、
人
の
も
つ
物
を
客

(
 

制
的
に
児
て
視
す
る
枕
と
す

4
t、
此
よ
り
し
て
は
収
益
枕
の
み
な
ら
ず
、

L
Z
油
枕
山
川
究
結
等
、
大
抗
之
に
合
め
て
可
て
あ
る
。
パ
ス
テ
ー
プ
ル

(
註
ご

が
.
人
枯
と
は
、
賦
課
に
於
て
人
が
枯
立
せ
ら
る
h

枯
て
あ
り
、
物
枕
と
は
、
持
主
に
ほ
按
の
安
静
な
〈
し
て
、
人
よ
り
は
呉
っ
た
物
に
同
課
せ

ら
る
L

枯
て
あ
る
。
人
頭
柑
、
所
得
砥
は
人
拾
で
あ
っ
て
、
土
地
家
尉
又
は
向
品
の
上
の
松
は
物
枕
だ
と
い
ふ
が
如
き
は
此
意
味
で
あ
る
。
ヮ
グ

ナ
ー
が
、
一
般
的
に
い
へ
間
人
枇
ι
と
は
机
枕
説
務
省
白
人
的
事
悩
に
依
り
、
印
も
彼
に
主
制
倒
的
に
集
計
せ

ιれ
る
所
伴
及
財
産
批
践
に
上
り
で
課

せ
ら
る
L

枯
で
、
物
枯
と
は
、
椛
利
あ
る
内
入
よ
リ
分
別
し
て
見
ら
れ
た
る
、
岬
ち
一
井
獅
化
し
た
る
川
世
股
麗
に
紡
叫

t
祉
，
に
あ
る
(
由
意
味
に

て
、
人
踊
柏
、
臨
柏
、
家
旋
枕
、
一
般
所
得
及
財
政
砥
が
人
砧
で
、
持
主
O
H
(
他
心
人
的
事
情
を
刷
出
せ

F
し
て
財
産
物
悼
と

L
て
の
財
南
駒
値

向
上
に
識
せ
ら
る
与
問
印
ち
土
地
、
辿
刷
、
時
議
、
跡
的
生
附
方
一
世
(
有
寸
法
.
別
川
川
庄
内
上
に
、

E
Z物
伐
の
山
師
、
大
さ
、
倒
価
等
に
主

り
測
，
止
せ
ら
る
L

祉
が
物
枯

τあ
る
)
と
い
ふ
の
も
、
む

L
ろ
之
に
姐
す
る
o

mJ古
田
4
よ
り

t
詰
サ
¥
牧
桂
一
拍
及
川
高
一
山
意
味
に
取
る
も
あ
る
o
例
之
、

2
ケ
ル
は
、
主
位
枯
又
は
一
人
精
は
、
納
枯
琉
務
あ
る
人
山
粗

削
村
上
及
此
合
上
心
地
位
よ
り
し
て
、
北
内
川
脱
出
的
給
付
能
力
内
測
b
z
a
h
柚
で
あ
リ
、
物
倒
秘
主
は
物
枕
と
目
、
純
情
的
給
付
能
力
が
箇
別
組
隣

町
時
利
槻
山
崎
的
出
分
よ
り
確
知
せ
ら
れ
る
碕
で
あ
っ
て
、
共
均
A

砂
川
机
枕
義
務
ιu

侃
め
の
棋
単
L
C

た
る
の
は
、
叫
能
及
財
世
物
憶
で
あ
り
、
物
桔

白
代
表
は
牧
抗
枕
M
A
財
両
枕
と
い
ふ
が
加
し
。

け
い
或
は
も
っ
と
耕
〈
、
物
枯
を
牝
盆
花
と
同
一
‘
と
す
る
が
あ
る
o
例
之
、
ヲ
ル
力

1
位
、
物
枯
と
牧
盆
枕
と
は
同
一
識
だ
a
t
怨
L
、
エ
}
ペ
ル
ヒ

も
、
主
帥
枕
胸
健
枇
(
人
拙
物
枕
)
を
封
立
す
る
と
き
は
、
物
挫
枯
が
入
品
ら
離
れ
て
一
物
控
か
ら
又
は
一
日
明
世
の
符
め
に
徴
牧
さ
る
誌
と
と
を
意

s. Fw. 2 Aufl. 11 272. Wagner， R:'lstable. PubJic finance. 3 ed. p 
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昧
し
な
い
。
む
し
ろ
唯
此
に
於
て
、
課
枯
榔
出
・
出
一
定
白
牧
益
減
に
健
か
る
L

乙
と
、
又
は
租
柑
測
定
げ
か
件
M
m
標
準
に
よ
り
て
生
亡
、
収
益
自
大

Z
Lド
於
け
る
組
摘
主
位
向
箇
人
的
自
分
前
・
及
仲
片
山
一
般
経
済
欣
践
を
閥
慮
す
る
こ
と
な
き
と
と
を
心
み
意
味
す
と
い
ふ
が
、
此
志
叫
に
外
な
ら

ぬ。
川
け
戒
は
旺
に
も
づ
と
狭
〈
ハ
収
盆
松
中
白
地
覗
家
島
秘
密
業
松
山
み
を
物
杭
と
錦
L
、
之
に
謝
立
し
て
、
給
料
枕
、
組
々
の
形
式
に
於
け
る
所
得

税
正
人
枕
と
す
る
が
あ
る
。

(
位
ニ
)

フ
オ
ツ
ケ
は
、
租
抽
義
務
者
の
人
位
刊
に
、
其
自
然
的
な
る
、
世
義
上
必
然
な
る
延
長
と

L
て
、
家
族
出
給
付
(
。
韻
枯
に
於
て
来
旋
を
閥

胤
す
る
こ
と
は
、
人
的
自
在
の
可
能
に
於
け
る
服
慮
、
岡
家
及
筒
人
自
任
務
に
於
げ
る
師
胤
ー
と
同
一
円
供
械
に
基
〈
と
ぬ

ι、
叫
に
他
山
場
駐
に

て
、
綿
桝
附
中
世
川
代
説
者
は
家
長
山
て
島
町
、
随
て
此
け
か
利
枕
義
務
省
，
て
あ
る
。
家
族
(
ア
ア
ミ
り

1
)
は
、
貨
に
閉
車
並
課
拾
の
排
除
さ
れ
な
い
脱

の
、
併
し
給
付
能
力
に
服
部
を
引
っ
人
的
及
共
他
的
事
仙

ω
考
坑
内
要
求
せ
ら
る
h
惟
一
円
相
蹄
共
同
だ
と
い
ふ
て
居
り
、
ヘ
ル
フ
ト
も
、
所
得

の
侠
川
J
F

副
長
及
家
族
日
目
分
た
れ
ざ
る
欲
望
尚
足
に
帯
す
る
蕗
て
は
、
北
れ
だ
け
て
は
、
此
各
家
族
民
り
扶
刊
に
使
川
き
る
L

所
持
部
が
比
家

旋
良
内
所
鮮
と
せ
ら
る
ぺ
〈
、
悲
に
筒
人
的
賦
課
針
生

γ
べ
か
ら
ず
と
岱

L
、
フ
ァ
イ
ア
ア
ー
も
、
課
税
免
除
制
山
決
定
に
際

L
、
正
常
の
凡
べ

て
の
弾
作
日
即
断
出
さ
る
べ
し
と
す
る
な
ら
ば
、
此
U
F
N
U

徐
に
家
族
員
勘
に
つ
い
て
も
処
さ
れ
な
{
て
は
な
ら
ね
。
若
本
凡
く

C
の
机
精
義
務
者
に

同
一
由
時
制
を
兜
ぜ
ら
る
子
と
す
る
な
り
ば
、
共
は
不
婚
者
自
特
典
と
な
る
ど
あ
ら
う
と
い
ひ
(
此
は
早
に
泊
柏
的
集
計
o

b
を
見
て
居
る
)
、
東

ら
に
ス
ダ
ン
フ
は
、
間
接
相
費
枕
か
ら
出
畿
し
て
、
所
持
税
に
於
け
る
集
計
課
秘
に
及
ん
で
居
る
。
世

ι、
問
鉱
又
は
向
品
柑
と
判
闘
的
な
る
所

得
枯
制
度
は
、
共
向
品
松
山
般
討
を
也
ほ
ナ
が
如
〈
に
成
形
す
べ
き
も
の
だ
・
と
い

A
こ
と
は
明
か
だ
。
出
桐
も
執
り
と
す
れ
ば
、
所
持
枕
山
昭
位
同

向
品
枕
同
様
、
家
政
工
た
{
で
は
な
ら
向
。
斯
山
如
〈
に
し
て
小
所
持
に
も
課
せ
ら
る
え
殻
議
し
た
る
所
特
枯
を
有
つ
品
多
(
内
閣
に
て
、
妻

及
幼
見
山
口
同
め
の
扶
議
宥
恕
に
組
似
し
た
或
も
目
、
存
す
る
と
と
を
丸
山
す
。
成
人
し
た
る
男
子
及
川
聞
に
し
て
、
北
口
両
親
と
一
緒
に
何
崩
す
る
も

の
h
所
科

ι、
越
前
な
る
生
前
説
宥
恕
を
以
て
、
家
族
所
得
と
し
て
集
計
せ
ら
る
4

し
と
い
ふ
車

M

誠
人
↑

L

考
へ
P

一と

5
 

る。
言論

議

第
二
十
五
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A
E
ヨ
t

租
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に
於
け
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家
計

J 
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ゐ
岡

R
A
A
結
川
市
1

1
斯
〈
て
、

筒
人
主
義
的
に
謀
せ
ら
れ
な
い
で
‘
家
族
本
位
的
に
叉
は
家
計
本
位
的
に
政
せ
ら
れ
・

議

租
祉
に
於
け
る
家
計

部
二
十
宜
容

九
七
O

第
五
貌

J、

一
見
す
る
ピ
人
税
は
筒
人
主
義
的
仁
課
せ
ら
れ
る
税
り
ゃ
う
で
ゐ
る
の
に
、
却
っ
て

つ
ま
り
家
族
又
は
家
計
ご

い

γ

ふ
単
な
る
人
的
凶
色

ω
で
な
〈
て
、
多
少
、
物
的
側
係
を
も
合
ん
に
も
の
本
位
仁
謀
せ
ら
れ
柄
所
rd
人
師
事
情

考
慮
ご
い
ふ
て
む
、
簡
人
的

ω事
情
内
考
慮
で
は
な
〈
し
て

U
し
ろ
'M

部
族
問
的
の
訓
情
的
考
慮
に
ご
い
ふ
こ
ど
を

見
出
す
o

そ
し
て
物
税
が
物
的
に
訣
枇
せ
ら
る
ご
か
客
削
倒
的
に
課
税
せ
ら
る
る
も

ω
r
tも
ν
ふ
が
、
共
が
却
つ

て
筒
人
主
義
的
に
取
扱
は
れ
て
居
る
ご
い
ふ
事
を
見
山
す
の
で
あ
る
o

尤
も
物
枕
に
で
も
多
少
人
税
的
分
子
を
備

へ
る
こ
己
は
あ

h
、
多
少
山
例
外
的
な
貼
的
ゐ
る
こ
芭
は
勿
論
で
ゐ
る
o

仁
所
得
枕
に
於
り
る
家
討
の
集
計
凱
一
枚
的
資
例

)
 
A
家
計
集
計
課
税
の
行
は
る
る
例
(
計
三
)

(

J

J

 

)

)

 

い
我
邦

l
!に
て
も
い
一
方
、
積
極
的
に
は
戸
主
及
共
同
民
家
旅
の
所
得
を
合
算
L
、
戸
主
一
己
別
居
す
る
一
一

人
以
上
内
同
局
家
族
的
所
得
を
も
令
算
し

τ、
採
逃
卒
を
池
加
す
る
。
尤
も
、
共
れ
に
か
ら
ご
い
ム

τ、
我
国

ω

所
得
税
叫
納
税
義
務
者
が
家
族
共
同
に
ご
は
い
へ
な
い
。
義
務
者
は
飽
迄
も
、

、E
J

あ
る
。
い
他
方
、
消
極
的
に
兎
税
貼
り
計
算
に
も
、
勤
州
究
所
得
出
羽
恕
限
界
的
計
算
に
も
、

算
に
色
、
前
記
的
共
刷
生
活
者

ω所
得

ω集
計
を
行
ふ
た
所
で
定
め
る
o

向
又
、

少
〈
ど
も
形
式
的
に
は
各
筒
人
で

係
謀
者
出
羽
恕
限
界
叫
計

保
険
料
内
控
除
に
つ
い
て
も
、

町 Jで品目 … 

自
己
若
〈
U
家
族
叉
は
英
相
紙
人
を
保
険
金
受
取
人
ご
す
る
こ
ご
を
僚
件
正
し
て
之
を
許
L
、
此
に
も
家
族
が
考

44 11. S Einkommenbesteuerung. S. 42. preiffer. Staatseinnahmen 
Slan、p.The fundamentat principles of tax寸1011_p_ 76-78. 
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慮
さ
れ
て
居
る
υ

そ
し
て
我
闘
の
比
等

ω法
規
に
於
工
、
戸
主
正
い
ひ
家
族
古
い
ふ
の
は
事
賃
上
経
済
上
。
家
長

又
は
家
族
で
は
な
(
、
戸
籍
上
山
戸
主
及
家
族
で
ゐ
一
る
。

(
陸
=
一
)

々
ラ

7

ヰ
ル
」
ア
九
は
、
所
制
押
枕
自
主
盛
は
伯
人
だ
が
、
諸
多
山
法
樟
は
、
諜
枕
す
べ
き
車
位
が
筒
人
て
な
(
し
て
、
家
時
印
ち
家
計
を
持

ワ
人
に
て
は
、
家
計
な
る
こ
と
を
定
め
た
と
い
ふ
て
柑

n、
ン
エ
フ
レ
l
、
ェ
l
J
-
ル
ヒ
は
、
租
拍
主
錨
に
つ
き
向
拙
人
と
い
ふ
品
に
京
族
組
蹄

を
も
並
之
て
借
り
、
シ
ェ
ア
レ
ー
は
肉
然
人
の
筒
人
的
及
，
氷
族
的
純
済
と
い
叫
山
、
エ
ー
ベ
ル
ヒ
は
、
自
然
人
又
は
家
族
維
持
と
い
ふ
ロ
ワ
グ
ナ
l

陪
自
然
人
文
は
井
純
消
白
関
山
単
調
枕

E
詳
記
し
て
‘
筒
入
比
家
族
組
済
化
、
印
ち
樹
立
な
る
担
油
開
長
、
卸
ち
事
旋
H
K
及
絹
身
筒
入
山
岡
寂
課
枕
と

い
ふ
て
居
る
。
此
九
時
は
家
明
柏
市
計
謀
松
山
嵐

c行
は
る
誌
が
時
め
に
.
自
輯
人
白
課
枇
と
白
み

V
A
て
は
物
足
ら
ぬ
府
知
を
い
だ
か
し
む
る
よ
り

し
て
の
租
越
に
外
在
b
由。

け
い
英
凶
|
|
に
て
は
い
同
居
し
た
る
夫
婦
的
所
得
を
集
計
課
税

L
、
作
曲
調
恕
に
つ
き
、
夫
婦
に
は
兎
税
貼
、

保
険
料
控
除
に
つ
き
特
典
を
奥
へ
、
其
他
諸

ω係
謀
者
仁
茶
々
の
控
除
特
典
を
奥
へ
て
居
る
(
能
型
。
共
を
辺
蜘
慨
す

る
ピ
‘
困
よ
ム
リ
我
国

ω
戸
ご
は
回
出
つ
党
も
の
に
球
っ

τ居
る
が
、

そ
L
て
夫
婦
ご
い
ふ
聞
係
に
は
特
別
の
考
慮
を

抑
っ
て
居
る
が
、
共
係
謀
者
正

L
℃
認
め
ら
る
、
も
の
、
範
囲
か
ら
い
ふ

t
、
他
国
に
比
し
て
可
な
b
底
い
も
の

で
あ
h
旬
、
夫
姉
H
A
小
供
ピ
い
ふ
が
如
、
ぎ
狭
守
家
族
関
係
の
み
に
拘
泥
し
て
居
ら
な
レ
。

英
嗣
て
は
詳
し
r 
u、
A、

と

(
註
岡
)

}
 
パ
い
集
計
部
批
i
|央
と
川
桜
す
る
誌
の
所
得

ι夫
の
所
得
と
且
仙

L
、
夫
山
名
に
於
て
謀
枇
す
。
塩
川
枕
半
は
去
一
昔
結
合
所
制
山
上
に
計
算
せ
ら

る
る
。
夫
と
同
府
せ
ざ
る
結
婚
し
た
る
女
は
、
被
立
が
紡
如
せ
ざ
り
L
如
〈
に
、
彼
女
自
身
内
名
に
於
て
謀
せ
、

υ
れ
る
Q

未
成
年
者
に
し
て
彼
自

論

叢

組
動
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
笹

九
七

郡
五
腕

九
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論

叢

第
二
十
五
巻

租
暗
に
於
け
る
車
計

ブL

ヒ

第
五
披

O 

身
白
熟
練
に
よ
り
て
防
御
b

記
事
「
る
も
白
は
、
樹
立
し
て
申
告
を
錯
し
納
粧
す
る
を
得
。
。
彼
が
後
見
人
兄
は
受
託
者
世
右
た
ぎ
る
と
き
は
、
自

ら
其
義
務
走
市
つ
こ
と
λ

な
る
。

同

制

恕

一

計

算

白

川
つ
先
枯
黙
に
つ
き
端
山
河
内
一
男
女
俸
に
て
は
百
三
十
五
時
だ
山
に
、
結
婚
し
た
る
夫
掃
に
し
て
同
機
L
、
而
か
も
書
出
動
捗
附
刊
を
布
引
と
き
は

二
百
二
十
五
時
と
す
る
。

M
，
生
命
保
険
料
に
づ
者
、
田
又
は
女
が
、
自
身
の
上
に
か
又
は
其
虫
又
は
夫
の
ょ
に
掛
り
た
る
と
き
は
之
を
控
除
す
る
。

川
係
累
宥
恕

川
リ
証
崎
又
は
腕
夫
に
し
て
、
女
心
親
族

E
布

L
、
父
は
仙
の
女
を
有
し
北
川
田
或
小
併
を
世
話
す
る
泊
め
に
又
は
家
政
帥
と
し
て
同
様
す
る
所

(
 

白
も
口
な
る
と
き
、

r十
磁
を
控
除
す
。

引
J
4
本
婚
の
却
に

L
て
、
彼
と
同
棲
し
て
其
陪
(
拡
耐
と
な
れ
る
か
又
は
其
夫
と
別
討
し
た
)
を
扶
持
し
、
又
は
兄
鼎
姉
妹
た
る
小
山
を
世
話
す

る
認
め
に
、
或
仙
の
女
山
胡
族
を
有
っ
と
き
は
、
式
十
時
を
い
刊
除
す
。

A
7
賦
課
年
山
初
め
に
、
年
四
十
磁
を
越
ゆ
る
所
刊
に
却
す
る
拙
制
を
有
た

f
る
小
併
を
布
つ
人
は
、
共
第
一
の
小
供
に
つ
き
三
十
大
磁
の
控

除
、
共
後
山
小
供
に
二
十
七
勝
づ
、
品
目
挫
除
を
拠
ふ
。
山
課
年
山
錦
め
に
或
小
併
を
批
品
H
L
彼
自
身
円
賀
川
に
て
扶
持
す
る
入
は
小
併
が
彼
自

身
の
で
あ
っ
た
と
き
と
同
一
の
挫
除
を
受
{
る
。
何
れ
の
場
合
に
も
、
小
供
出
十
六
成
以
よ
口
と
き
は
、
敬
育
設
仰
に
て
全
き
時
川
、
秋
宵
を
受

け
つ
ゐ
あ
る
と
と
を
製
す
る
。

吋
彼
自
身
心
費
用
に
て
老
年
X
は
成
弱
山
結
晶
に
棒
利
不
能
な
る
親
族
を
扶
持
し
、
又
は
仙
世
田
築
姉
と
な
づ
た
川
市
、
又
は
仙
恨
の
事
由
母
に
し

て
謀
婦
と
な
っ
た
も
白
を
扶
持
す
る
人
は
(
共
母
出
管
利
不
能
と
刊
と

E
聞
は
白
)
、
共
平
曲
。
親
族
、
又
は
寡
師
と
な
っ
た
叫
白
士
き
所
符
百
年

五
十
磁
を
起
へ
た
い
と
き
に
は
、
此
の
如
〈
に
し
て
扶
持
す
る
告
人
「
い
っ
き
二
十
五
時
を
控
除
す
る
。
-

吋
老
年
又
は
血
弱
山
崎
帥
め
に
、
彼
岸
』
一
絡
に
佐
居
し
て
彼
に
よ
り

τ扶
持
き
る
与
艇
の
凹
話
を
受
け
る
叫
盤
品
川
な
き
に
主
う
た
人
に
ニ

+
E

静
止
控
除
す
る
。

可''J''.. 



山

刊

獅

遁

|

|

に

て

も

い

一

官

、

妻

及

未

成

年

内

容

の

所

管

集

計

[

山

他

方

.

室

も

此

に

準

じ

て

考
慮
せ
ら
る
、

2
5
。

(
註
五
)

調
逸
に
で
も
、

一
八
九
一
年
の
持
凶
切
叫
枕
を
削
め
ム
」
し
て
、
多
〈
の
官
時
由
既
得
枯
も
曲
家
計
集
計
を
行
ヲ
て
居
っ
た
が
1

羽
共
和
圃

白
共
も
比
間
同
様
で
あ
っ
て
、
之
に
依
る
と
一
-

什
樹
逸
品
訟
は
或
計
眼
柏
原
則

(
5
5
E
E四号
2
2
5叫
)
E
T
o
f川
夫
時
と
も
に
無
制
限
に
納
砧
義
務
あ
り
て
、
繊
細
的
に

別
居
し
な
い
と
き
は
、
夫
心
所
仰
と
誕
の
所
叫
と
を
集
計

L
、
共
れ
だ
け
に
て
は
、
夫
叫
が
一
緒
に
諜
枕
せ
ら
れ
、
共
れ
か
、
b
u
晶
長
出
制
制
山
に

納
税
説
務
を
負
ふ
と
き
は
、
共
由
来
計
に
凪
す
る
未
成
h
1
0

小
仇
山
所
作
位
、
其
が
無
制
限
に
納
晴
義
務
あ
る
正
け
に
て
、
前
者
白
閉
山
に
集
計

せ
ら
れ
、
共
れ
だ
け
に
て
背
し
(
共
同
課
税
が
血
ず
る
。
財

t
て
此
勢
。
一
緒
に
賦
謀
す
べ
き
人
々
の
所
得
位
、
謀
柑
上
位
一
山
所
得
と

L
T一取

扱
は
る
ゐ
抗
、
併
し
向
ほ
各
人
げ
か
共
帥
枯
義
務
省
と
さ
れ
、
随
ふ
て
控
除
宥
恕
も
各
人
に
つ
V

て
行
は
る
、
も
そ
札
か
ら
家
計
の
意
味
は
、
一
謀
長

円
存
花
と
、
家
族
民
の
机
戚
、
結
婚
、
削
瓜
、
議
干
小
供
向
世
話
山
刷
悼
と
、
紘
一
あ
る
純
済
を
立
て
る
ζ

左
誌
を
弾
件
と
す
る
Q

所
得
措
法

は
小
併
と

L
て
は
家
長
の
子
孫
心
外
に
、
拙
醐
」
七
小
畑
、
養
子
、
世
話
子
、

A
其
年
目
子
孫
走
も
合
む
。
教
育
自
泊
め
に
一
抵
か
ら
丹
に
あ
っ
て
究

か
b
扶
持
せ
ら
る
え
組
出
上
樹
立
せ
ざ
る
小
併
は
家
汁
の
中

ι加
「
ら
る
h

o

併
L
ホ
成
年
内
小
併
に
し
て
、
推
定
代
瑚
ん
の

rJて
は
、
単
に

一
時
的
で
な
〈
位
居
件
に
℃
扶
持
せ
ら
れ
、

u
ワ
北
枕
持
出
其
自
身
自
所
得
か
ら
支
山
さ
る
誌
も
の
は
、
家
計
に
加
へ
向
。
吋
右
主
阿
川
課
に
は

例
外
見
位
制
限
が
あ
る
。
北
九
日
、
一
支
は
未
成
年
内
小
法
童
文
は
非
樹
立
白
臓
識
か
ら
、
主
夫
山
管
業
主
っ
た

ιかb
所
仰
を
罪
、

る
と
き
で
あ
る
O

此
の
場
合
、
主
主
は
小
仇
は
訓
所
作
に
ワ
き
甜
主
に
蹴
謀
せ
ら
れ
る
。
其
他
の
所
仰
に
つ
い
て
は
史
文
は
一
嵐
長
と
一
緯
に
叫
謀

せ
ら
れ
る
。

川
件
除
計
算

l
l
V除
す
べ
き
特
別
給
刊
の
巾
に
、
川
租
枇
γ
品
務
省
が
其
自
身
先
白
樹
立
に
賦
課
せ
ら
れ

T
る
一
賞
者
認
定
、
疾
病
、

傷
者
、
責
任
、
使
川
入
、
臨
時
失
業
内
保
険
、
認
姉
、
孤
九
A
恩
給
金
時
へ
捌
ふ
分
抱
金
、
小
川
和
枕
義
務
者
及
樹
立
に
出
掛
さ
れ
古
る
家
旋
告

の
錦
め
の
托
亡
金
臨
へ
自
分
抱
A

盤
、
付
加
持
義
務
者
及
樹
立
に
賦
諒
さ
れ

T
主
義
者
自
死
亡
及
止
す
市
保
険
の
掛
金
が
あ
る
。
ん
山
従
車
山
所
持
枕

租
祉
に
於
げ
る
家
計

一一一一

論

議

第
二
十
五
巻

九
七
三

第
五
雄

379・401-403
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第
二
十
五
寄

九
七
回

第
一
向
抗

論

議

組
祉
に
於
げ
骨
家
計

て
は
誕
の
替
利
行
鳩
山
偏
め
に
生
ず
る
家
計
上
白
多
却
を
止
成
究
と
し
で
持
除
す
る
こ
と
を
詐

L
た
が
、
今
日
は
之
を
控
除
し
な
い
こ
と
に
し

た。パ
け
仰
園
川
|
に
て
も
り
一
方
に
は
同
居
家
族
員
り
所
得
の
集
計
が
山
都
民

ω所
に
て
行
は
れ
る
が
、

の
妻
、
固
有
的
所
得
を
有
つ
家
族
具
に
は
別
的
賦
訟
が
許
苫
れ
る
o

ヨ
他
方
.

併
し
別
居

家
族
係
累
者

ω出
羽
加
出
U
A
獅
身
枕
子

無
税
が
存
す
る
(
北
大
)
O

)
 

(
陸
大
)

1
集
計
謀
秘
は
本
文
の
泊
り
と
し
て

(
 

幻
師
黒
羽
特
典
i
|
山
は
先
叫
で
純
金
所
持
制
山
浦
制
に
附
す
る
。
一
査
の
低
め
に
じ
一
千
誌
が
発
ぜ
ら
れ
、
必
官

ω
未
成
年
山
小
供

ω斜
め
に
三
千
曲

(
 
づ
フ
が
見
ぜ
ら
れ
、
共
以
上
山
義
務
省
自
負
協
と
な
る
奇
人
、
未
成
年
有
を
合
算
し
て
十
一
別
人
同
ま
で
の
泊
め
に
、
二
千
訟
づ
つ
を
、
#
の
共
よ

の
人
山
包
め

ι一
一
一
千
世
づ
り
を
封
ず
る
。
此
家
族
的
典
は
M

片
山
人
に
は
典
へ
ず
。
停
ニ
U
K点
張
負
掛
川
典
が
あ
る
。
北
は
諒
肱
す
4

き
純
所
得
が

-
高
訟
を
超
え
な
い
と
き
に
は
、
告
の
扶
議
さ
る
L

地
利
あ
る
入
山
錦
め
に
(
事
は
此
に
は
計
算
せ
-F)
共
第
二
人
目
ま
ず
は
、
机
枯
を
告
人
に
う

奇
七
分
五
一
回
だ
け
減
ず
る
。
第
一
一
一
人
目
よ
り
は
各
人
に
ワ
き
一
叫
五
分
だ
け
づ
ワ
減
ず
る
。
課
柑
す
べ
き
所
得
出
一
誠
法
よ
り
も
尚
い
と
き

ι

は
、
初
め
の
扶
養
拙
あ
る
人
目
一
一
一
人
ま
で
白
告
内
も
の

hmめ
に
栂
量
五
分
だ
け
、
各
山
口
比
九
上
白
人
山
口
括
的
に
一
制
だ
け
減
f
る
。
但
し
此
租
肱

滅
少
は
各
人
に
つ
吉
一
一
千
悼
を
起
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
此
特
典
も
件
闘
人
に
位
向
叫
へ
由
。

川
一
細
身
拍
子
銅
砧
|
|
共
は
結
姉
者
及
特
に
小
伏
あ
る
者
の
特
拙
て
あ
る
。
印
ち
不
断
者
文
仕
川
肘
者
(
叫
別
者
は
然
、
り
ず
)
に
は
、
彼
等
が
三
十

(
 
歳
以
上
に
し
て
小
供
な
{
且
、
何
人
を
も
扶
持
し
な
い
と
き
に
は
二
制
五
分
だ
け
柑
宮
高
め
る
。
一
二
十
歳
以
上
ー
し
て
二
年
以
上
枯
姉
止
泊
を
叫

し
而
か
也
小
併
な
(
又
は
共
他
山
人
を
扶
脅
し
な
い
紺
岬
問
者
に
は
一
制
在
高
め
る
。

は
米
国
|
|
じ
て
は
1
家
族
員

ω所
得
の
集
計
正
否
ピ
は
義
務
者
的
選
捧
に
任
か
す
が
、
未
解
放
的
未
成
年

Scholz， Grundriss des fl'町lzosischenSteuerrecht9. S. 22. 25. 26 10) 
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の
小
供
に
は
集
計
を
要
す
る
よ
ピ
、
し
て
居
h
‘
川
出
荷
恕
の
方
に
て
は
、
同
居

ω夫
婦
者
に
は
、
調
身
者
よ
;

大
な
見
税
紡
が
ゐ
る
。
兎
に
角
、
戎
皮
ま
で
課
税
上
、
家
族
閥
係
が
考
慮
包
れ

τ居
る
。
尤
も
此
圃
に

τは
保
険

掛
金

ω控
除
は
行
は
な
い
(
註
七
)
。

来
闘
に
て
は

(
佐
七
)

い
集
計
課
枕
!
|
泊
例
、
夫
は
密
計
の
長
、
と
し
て
、
法
律
上
の
代
去
者
と
し
て
、
其
所
得
白
一
般
の
股
督
者
と
し
て
、
他
自
身
及
彼
自
誌
の
合
計

所
持
を
申
告
す
る
o

文
未
成
年
者
に
し
て
耐
幼
か
ら
解
肱
さ
札
な
い
と
き
は
、
せ
一
未
成
年
者
の
儲
け
る
所
持
は
、
制
白
大
小
を
削
は
ず
、
正
官
枇

U
A
也
加
融
り
ぬ
的
に
は
、
雨
却
の
所
持
と
し
て
取
扱
は
れ
る
o
反
劃
諮
問
な
き
以
上
は
、
同
調
は
未
成
年
由
小
併
を
解
比
し
な
い
も
の
と
僻
定
せ

ら
る
a

そ
し
て
同
組
自
所
仰
巾
昔
。
中
に
は
此
小
僻
白
分
を
も
合
ま
な
(
で
は
な
ら
由
。
け
れ

rも
、
夫
姉
H
A
従
属
者
た
る
事
故
由
各
員
位
、
前

開
由
制
叫
に
か
L
ら
ぬ
陣
り
は
・
別
々
山
申
也
を
岱
す
こ
と
を
山
曜
日
U

♂
U
C

を
得
る
。
併
し
又
帯
同
申
告
を
鈎
ナ
と
と
も
山
弗
る
o

そ
し
て
共
同
血

柄
ナ
る
夫
M
W
が
所
得
。
早
一
な
る
共
同
巾
ザ
品
し
た
止
き
は
、
共
同
課
柑
同
単
位
山
申
告
止
し
て
故
は
れ
、
申
告
に
よ
り
一
市
さ
れ
た
る
所
得
目
、

申
告
が
躍
な
る
飽
人
口
-
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
臣
官
拘
に
も
山
一
加
枕
に
も
服
す
る
。
宋
成
年
者
が
共
嗣
親
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
に
は
、
共
備
は

川
成
年
者
自
身

ω
も
の
と
し
て
、
釦
白
大
小
を
川
町

f
・
同
視
の
申
告
に
告
玄
る
よ
到
し
な
い
が
、
雨
抑
制
山
に
合
的
て
も
問
よ
り
室
町
ぃ
。

け
い
宥
恕
計
算

l
l刺
身
者
に
は
一
千
却
、
家
山
田
一

t
xは
夫
M
即
回
附
す
る
結
婚
者
に
は
ニ
千
一
在
百
弗
正
副
且
括
拙
と
ナ
る
。
家
計
裂
は
一
舵
に
控
除

を
詐
さ
ず
と
し
て
、
保
険
掛
金
も
之
に
算
へ
て
居
る
。

(三)
(A)家 (B)
其計家
長集計
所計集
所計
得課
課税
枕を
ω 行
長は
士li ;'J." 
及る
救例

護|
は

奮
ザ
タ
セ

Y

訟
の
如
き
某
れ
で
あ
る
凶

言市

盤

粗
枕
に
於
け
る
家
計

銘
二
十
五
巻

丸

t
五

第
五
抗

lIahnes， Federal income tax. 6 ed. p. 32. 44. 895.1288. 1289・1291
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第
五
都

第
二
十

E
巻

四

九
七
六

議

租
稀
に
酔
け
る
家
計

論
川
つ
民
両
手
課
税
上
1
1
所
得
税
は
各
人
の
全
能
力
に
肱
じ
た
課
税
を
錦
す
べ
き
も
の

rが
、
其
が
家
族
、
家
計

r

，、

を
有
っ
て
届
る
以
上
は
、
其
に
属
す
る
凡
べ
て
の
者

ω所
得
を
集
計
L
た
上
に

τの
其
量
R

品
質
か
ら
初
め
て
其
の

金
量
能
力
が
見
出
さ
る
、
の
で
あ
b
、
之
を
各
人
各
別
に
見

τは
無
意
義
に
な
り
終
っ
て
し
ま
う
o

色
身
の
宥
恕

に
つ
い
一
1
b
、
古
う
に
が
、
特
に
累
進
窓
・
の
泊
周
忌
に
な
る
官
、
特
に
品
集
計
を
要
す
る
こ
正
に
な
る
o

英
雄
同
月
以

前
に
も
逃
ぺ
た
通
v

り
で
あ
る
o

尤
も
家
計
に
於
り
る
係
誕
の
考
慮
は
、
課
税
技
術
上
、
多
少
不
完
全
な
る
一
定
方

法
に
依
る
山
羽
恕
り
外
に
は
行
ひ
難
い
の
で
、
多
少
此
に
つ
き
て
の
質
際
の
方
策
に
遺
憾
な
も
の
は
め
る
(
詰
八
)
O

抗
(
凶
て
目
官
協
的
拠
諭
は
常
に
賦
課
徴
牧
に
打
勝
つ

4

h
ら
ぎ
る
同
雌
を
比
ず
る
も
の
と

L
て
、
家
計
史
的
考
地
に
は
世
に
区
劃
し
て
居

る
と
い
山
と
と
だ
が
、
捕
り
共
は
英
闘
の
み
て
な
(
.
作
固
と
も
に
斡
り
で
あ
り
、
我
岡
山
出
亦
同
じ
態
度
を
取
る
。

(
註
八
)

ろ
風
致
上
ー
ー
に
も
家
族
生
活
、
特
に
夫
婦
小
供
を
中
心
ご
す
る
自
然
的
な
る
家
族
問
係
は
最
待
重
す
w
へ
き

も
の
で
め
ち
、
之
を
食
重
し
て
共
中
に

τの
凡
べ
て
の
所
得
を
集
計
し
て
課
税
す
る

ωは
、
望
ま
し
き
事
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
日
本
に
て
は
戸
紙
上
的
家
に
も
特
殊
の
意
味
が
奥
へ
ら
れ
て
居
る
以
上
、

之
を
も
曾
重
し

て
訓
附
枕
り
方
法
を
考
へ
る

ωは
穏
4

日
間
の
蕗
置

t
L
て
良
い
o

B
知
出
川
及
救
済
策
|
|
上
に
い
ふ
如
〈
で
此
方
訟
は
相
設
の
根
協
を
も
っ
ち

ω
で
は
ゐ
る
が
、
併
L
比
が
多
少

の
快
鮎
を
も
有
っ
。
今
之
を
詑
〈
に
嘗
り
て
は
我
凶

ω税
法

ω採
る
所
の
も
の
を
棋
準
ご
し
て
之
を
説
か
う
。

い
公
一
中
訓
凶
枕
上

Fabian Research Department. A revolution in th~! income lax. p. 19 1δ) 
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-
技
術
上
巳
h
u
を
得

g
る
不
会
一
中

，s
・、
い
同
居
別
経
済
者

ω場
合
|
|
付
先
以
て
我
闘
で
は
戸
主
£
同
居
す
る
家
族
・
戸
主
正
別
に
同
居
す
る

こ
人
以
上

ω家
族

ω所
得
は
・
共
れ
々
々
仁
集
計
す
る
こ
己
に
な
っ

τ居
る
。
並
(
は
家
族
側
係
者
が
同
居
す
る
以

上
は
、
所
得
を
一
緒
に
し

τ共
産
的
に
使
う
も
の

r
z
v
ム
風
に
見
れ
ば
至
嘗
で
ゐ
る
り
れ
ど
も
、
寅
際
じ
は
斯

f
同
居
し
て
は
居
っ
て
も
全
然
、
別
の
経
済
を
立
て
、
居
る
こ
ど
も
ゐ

b
得
る
し
、

一
部
を
共
同
経
済

E
L残
り

伝
別
経
済
正
す
る
こ
ど
も
あ
る
。
然
る
場
合
に
於
て
此
般
か
な
事
質
を
抑
制
調

Lτ
会
館
を
集
計

L
て
課
税
す
る
の

は
H

公
正
課
税
に
は
反
す
ご
1
し
な
り
れ
ば
な
ら
泊
五
九
)
0

其
も
家
長
正
一
緒
に
生
活
す
る
家
族
の
分
な
ら
ば
、
ま
ガ

L
も
で
あ
る
が
・
同
居
す
る
二
人
以
上
の
家
族
の
場
合
の
如
き
仁
は
別
経
済
を
立

τる
こ
ど
が
多
か
ら
う
か
ら
、

此
課
税
は
不
公
平
で
あ
る
O

ロ
で
此
不
公
苧
を
除
(
の
仁
は
、
精
密
に
い
ふ
さ
・
一
々
の
場
合
に
就
き
、
戸
主
正

同
居
家
族
、
戸
主
E
別
居
し
た
る
同
居
家
族
に
於
て
、
質
際
別
の
経
済
を
有
つ
や
、
如
何
な
る
度
に
於
て
之
を
も

つ
や
を
調
ぺ
て
、
共
共
同
経
糖
を
も
っ
一
だ
り
に
て
集
計
制
秘
す
る
こ
さ
、
し
、
郎
も
一
路
は
共
同
組
泌
を
も
つ
も

の
ご
推
定
L
、
反
鐙
あ
れ
ば
分
別
龍
枕
を
す
る
一
』
正
、
す
べ
き
だ
が
、
其
が
技
術
上
に
は
多
少
六
っ
か
し
い
も
り

た
る
の
は
見
れ
旧
制
。
随
ふ

τ多
少
の
不
公
平
が
現
行
法
に
伶
ふ
り
れ
Y
」
も
其
は
忍
恕
す
る
の
外
な
い
。
叉
W
A
際・

常
一
事
者
が
之
に
堪
へ
ら
れ
尚
之
す
る
E
き
に
は
、
別
居
の
形
を
採
'
り
叉
は
H
T中
部

L
て
同
一
家
族
員
ち
'
り
、
3
そ
』
ピ

石市

瀧

租
枕
に
於
け
る
家
計

都
ニ
十
五
経

丸
七
七

組
伊
豆
榔

ヨ王

に
も
な
る
か
ら
、
左
ま
で
大
な
不
都
合
は
な
(
て
済
h
u
で
あ
ら
う
。

~ 4' '. " 



議

租
抽
に
於
け
る
車
計

揮
ニ
十
五
品
世

論

(
睦
九

第
五
鵠

ア
オ
ツ
ケ
は
、
共
同
が
完
A
R
t
・
わ
ざ
る
だ
け
で
仕
、
印
ち
家
挟
貝
川
町
其
替
刺
物
由
一
部
の
み
を
家
族
共
同
に
持
込
L
P
、
之
に
よ
り
て
彼
自

九
七
凡

~ ，、

家
族
へ
白
…
細
部
に
よ
り
て
相
加
ナ
る
費
用
を
充
た
す
と
き
は
、
此
4
4
H
此
家
族
単
位
山
井
に
立
ち
、
硝
立
の
人
格
を
形
成
す
と
持
し
、
ス
タ
ン
プ

も
、
彼
等
(
成
年
四
小
仙
R
A
一
地
)
出
家
焼
へ
出
す
貢
献
以
上
に
有
つ
も
由
は
彼
等
が
通
例
自
分
自
鵠
品
に
白
向
に
使
ふ
こ
と
ふ
な
る
。
其
部
分
は
硝

ん
E
共
組
納
酷
前
力
の
附
加
で
な
く
、
個
人
と
し
て
彼
轄
自
身
に
よ
り
て
保
た
る
L
と
い
ふ
て
居
る
叫

b
別
居
同
経
協
明
者
の
場
合

1
lイ
綿
密
に
い
ふ
ピ
、
別
居
し
て
居
る
家
族
者
で
も
互
に
共
所
得
を
一
部

又
は
全
部
共
通
に
し
て
使
ふ
ご
い
ふ
い
ピ
が
あ
h
得
る
。
其
場
合
を
見

τも
、
我
が
現
行
法
で
は
矢
張
・
り
不
公
平

だ
ご
い
ふ
一
』
ご
に
な
る
o

ロ
で
此
を
除
〈
の
に
は
、
一
々
の
場
合
に
同
一
の
家
族
者
に
就
き
、
仮
令
別
居
し
て
居

て
も
一
路
は
共
通
経
済
を
も
つ
も
の

t
見
倣
し
、
反
詮
あ
れ
ば
別
艇
勝
正
し
T
扱
ム
ど
す
べ
き
で
あ
る
Q

け
れ
ど

も
比
は
技
術
上
煩
仁
堪
へ
凶
か
ら
現
肱
川
位
正
す
る
の
が
巳
む
を
得
ぬ
の
で
も
ゐ
広
一
う
。
叉
・
貨
際
ご
し
て
も
今
日

の
彪
で
は
段
々
夫
の
千
係
が
少
〈
な

h
っ
、
も
あ
ら
う
か
ら
、
之
そ
無
秘
し
て
も
大
な
不
都
令
で
は
な
い
。

)

)

 

C
漣
肱
方
法
を
議
宇
る
場
合
|
|
イ
現
行
訟
を
潜
る
銭
的
に
、
同
一
の
百
円
に
属
す
る
も
の
が
別
居
を
錯

し
、
叉
は
同
居
す
る
同
一
戸
に
風
し
た
も
の
が
分
家
の
手
繰
を
取
る
こ
ご
に
よ
り
て
.
集
計
賦
認
を
免
れ
る
こ
E

が
誇
も
な
〈
出
来
る
。
斯
(
し
て
賞
際
に
は
経
済
が
岡
一
で
め

h
な
が
ら
別
々
の
賦
課
を
受
付

τ負
措
を
軽
易
正

L
得
る
o

此
は
此
方
法
を
取
ら
ぬ
も
の
ご
比
駿
し

τは
不
公
平
で
あ
る
。
ロ
之
を
防
「
の
に
は
、
別
居
し
て
居
る

一
肱
共
通
経
済
を
推
定
し
、
反
詮
あ
れ
ば
別
の
経
済
ご
す
る
こ
[
て
良
い
。
其
方

同
一
戸
に
風
す
る
も
の
に
は
、

Vocke， Fw. S・194.Slamp. J. c. p. 78. 14) 

"6"._ 



は
防
げ
る
が
、
併
し
別
の
戸
に
属
す
る
同
居
者
を
共
通
経
済
Z
推
定
す
る
の
は
不
穏
嘗
で
ゐ
品
。
に
か
ら
し
て
完

会
に
之
合
防
「
こ
ぜ
は
出
来
な
い
。
ヌ
、
前

ω別
居
し
た
る
同
一
戸
に
一
崩
す
る
も
の
に
於
け
る
防
止
方
法
に
も
或

度

ω
而
倒
を
伴
ム
。

d
年
齢
に
依
る
宥
怨
の
規
定

l
lイ
郎
L
係
累
者
府
恕
に
つ
い
て
十
八
歳
以
下
、
六
十
歳
以
上
り
も
り

に
白
羽
山
絡
を
氏
ふ
る
ピ
い
ふ
の
は
、
質
際
に
於
り
る
融
自
利
能
力
の
省
銀

t
見
る

ω結
川
荒
ご
も
な
る
。
特
に
十
人
歳
の

限
界
の
如
、
君
、
都
曾
生
活
者
特
に
某
中
流
以
上
の
も
の
、
聞
に
て
は
、
向
低
き
に
過
日
4

げ
る
の
に
、
旧
合
で
は
誌
は

高
、
喝
さ
に
過
「
る
正
い
ふ
ニ
ど
が
あ
る
c

ロ
此
も
十
人
歳
、
六
十
歳
ピ
い
ふ
年
齢
に
拘
ら
争
、
賞
際
的
事
怖
を
一
々

調、へ

τ出
荷
恕
を
行
へ
ば
良
い
ご
も
い
へ
る
が
、
某
は
技
術
上
、
ゐ
ま
b
に
煩
に
堪
へ
す
、
行
ひ
難
い
。
或
は
十
八

歳
以
下
、
又
は
六
十
歳
以
上
に
し
て
現
に
笹
利
に
静
岡
ら

5
る
も
の
ご
い
ふ
こ
正
、
す
る
こ
正
も
出
来
る
o

併
し
此

Z
て
も
賀
行
上
は
加
に
地
へ
ぬ
正
す
べ
き
で
、
技
術
上
、
前
記

ω故
一
郎
非
難
の
如
き
は
巳
む
を
得
凶
こ
己
、
し

τ

辛
棒
す
る
外
な
い
0

2
技
術
上
改
め
得
ら
る
、
不
可
公
卒

a
夫
婦

ω結
婚
の
形
式
上
の
手
総
の
有
無
に
よ
り
て
負
惜
闘
の
牒
重
金
生
す
る
こ
ど

l
lイ
夫
婦
共
稼
者

又
は
婦
に
特
有
財
産

ωあ
る
場
合
で
ゐ
る
E
、
形
式
上
夫
婦
ど
な
れ
ば
、
戸
主
及
同
居
の
家
族
ご
い
ふ
こ
ご
に
な

っ
て
、
兎
枕
鮎
、
累
進
課
税
、
勤
券
所
得
出
羽
怒
、
係
累
者
出
羽
恕
、
何
に
つ
り
て
も
不
利
正
な
る
o
内
線
山
妻
ピ
い

1倫

諜

租
稔
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
巻

九
じ
九

餌

E
観

七

‘e 



J 

九
λ
o

第
五
鵠

第
二
十
五
巻

= 
丹、

;講

議

組
積
に
於
け
る
家
計

ふ
干
係
を
綴
げ
る
ご
得
に
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
斯
(
一
片
の
形
式
に
よ
h
て
負
擦
に
差
等
を
生
体
」
し
め
る
の
は

不
公
平

r
tも
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
自
主
一
O
}
。
い
比
や
除
〈
の
に
は
、
夫
婦
の
聞
係
を
形
式
仁
拘
ら
宇
内
線
の

妻
を
も
正
式
の
妻
に
準
じ
て
課
す
ご
す
れ
ば
良
い
が
、
業
管
行
に
は
多
少
の
困
難
は
め
ら
う
。
仰
は
共
外
に
、
夫

婦
共
稼

ω場
合
に
は
、
婦
が
稼
が
ぬ
場
合
己
比
し
て
家
計
費

ω
山世間むこ
tbτ
考
慮
L
て
、
特
に
一
定
額
の
清
抱
を

行
ム
ご
し
た
な
ら
ば
(
誕
二
三
其
れ
で
も
前
記

ω池
脱
を
計
る
も
の
を
可
な
h
少
く
す
る
こ
と
が
出
家
ゃ
う
。

(睦

-
O
)

.
ヘ
フ
フ
エ
ル
ヂ
ス
は
、
此
原
則
の
結
果
は
、
内
紘
的
に
生
活
す
る
人
&
比
較
し
て
、
紡
婚
し
た
人
量
一
府
大
に
負
指
せ
し
め
る
こ
と
で

あ
る
o

此
原
則
は
之
に
よ
り
て
臭
っ
た
階
組
目
呉
っ
た
眠
故
、
下
府
附
故
。
一
一
世
大
な
負
摘
が
止
ず
る
が
故
に
疑
問
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
下
層

階
段
は
主
と
小
併
と
出
家
族
白
融
持
費
量
産
む
甲
山
す
が
儲
伯
に
、
管
制
捗
働
を
曲
儲
な
{
さ
る
誌
も
白
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
ふ
て
居
る
が
、
フ
エ

1
ピ
ア
ン
、
り
サ

B
ナ
J
7
.ハ
H
ヤ
メ

ν
ト
白
報
告
に
も
、
結
婚
し
た
も
回
世
間
す
る
と
と
は
、
大
な
風
情
て
あ
ヲ
て
又
大
な
る
不
公
平
.7
あ
る
。

結
婚
す
る
と
き
は
結
合
所
得
に
劃

L
て
λ
河
だ
け
罰
金
を
謀
せ
ら
る
誌
と
と
に
な
る
が
、
而
‘
此
制
金
位
彼
等
の
共
同
止
泊
す
る
限
旬
年
々
鵠
遅

白

き
る
、
こ
と
λ

な
る
と
い
ふ
て
居
る
。

ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
は
、
通
冊
の
事
情
の
下
に
家
族
由
大
さ
と
H
ハ
に
、
扶
持
貨
が
少

t
と
も
皆
利
柚
力
あ
る
人
的
脚
内
楢
加
す
る
度
に
於

て
増
加
す
る
と
と
娃
な
し
と
い
ふ
て
居
る
が
、
貨
際
に
で
も
、
英
岡
て
輩
出
勤
捗
所
得
を
卑
「
る
と
吉
に
、
特
に
然
、
υぎ
る
場
合
よ
り
も
多
{
、

(
陸
一
-
)

百
三
十
五
時
間
に
封
l
二
百
二
十
五
磁
を
控
除
す
る
乙
と
与
し
て
居
る
の
は
、
本
文
に
い
ふ
と
同
一
回
趣
旨
に
出
る
。
硝
詣
で
は
以
前
に
、
誌
の
皆

e
 

利
行
川
崎
よ
り
生
ず
る
家
計
上
山
多
費
を
控
除
し
た
回
世
今
、
止
め
た
白
は
之
と
は
逝
行
し
て
居
る
。

b
正
式
の
夫
姉
に
し
て
夫
婦
共
稼
者
ご
夫
の
み
稼
「
場
合
三
の
不
釣
合
|
|
付
夫
婦
共
稼
者
の
場
合
に

J
E

、

は
形
式
上
の
集
計
所
得
は
大
い
け
れ
ど
も
、
妻
が
外
に
働
(
V
H
凶
町
、
内
政
上
の
手
薄
を
来
た

L
、
自
ら
多
費
吉
な

Bela FoIdes， a. a. O. S. 426， Fe¥bian Research Department. 1. c田 p.
'3. 1ι7・
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る
の
に
、
夫
の
み
稼
「
場
合
に
は
、
形
式
上

ω所
得
は
少
〈
て
も
、
内
政
費
が
少
(
て
済
む
。
然
る
に
比
二
の
も

の
を
間
半
に
形
式
上
の
所
得
金
額
の
み
の
大
小
に
腿

ι、
而
か
も
大
所
得

ω方
に
は
累
進
的
に
も
高
い
税
を
負
は
せ

る
喧
』
と
に
な
る
ご
大
に
不
会
平
ご
な
る
。
ロ
で
之
を
除
〈
に
は
上
記
山
知
〈
妻
ゆ
勤
勢
所
得
を
皐
「
る
場
合
に
は

一
定
額
所
得

ω苑
除
を
定
め
て
も
良
〈
、
或
は
妻
の
勤
労
所
得
が
一
定

ω最
小
額
以
下
の
ご
き
は
集
計
ょ
.
b
除
〈

Z
L
τ
も
良
い
(
註
一
二
)
。

• 

瞥
て
ノ
イ
マ
ン
が
、
全
家
計
所
得
白
集
計
に
質
成
は
し
た
が
、
併
し
五
O
O
馬
克
を
超
ゆ
る
k
き
に
の
み
来
旋
自
由
即
時
を
集
計
す
る

η
 

白
方
法
に
て
、
小
所
得
を
考
雌
す
る
こ
と
K
M
r
求
し
た
由
同
之
に
泊
る
。

)

)

 

3
外
見
上

ω不
公
キ

l
l
a
或
ニ
入
者
が
別
居
す
る
ご
共
同
生
活
ず
る
芭
に
て
、
所
得
同
一
で
あ
り
な
が

(

(

 

)
 

色
、
回
出
進
市
平
山
り
適
用
さ
る
、
結
果
、
品
H
備
や
旧
民
に
す
る
に
至
る
の
は
不
公
平
に
ご
も
い
ふ
が
露
三
)
、

b
其
は
累

(
 

そ
し
て
北
同
居
者
が
経
済
を
共
同
に
す
る
以
上
は
、
致
方
な
き
こ
ご
で
あ
る
o
彼
等
が
別

へ
陸
一
ニ
)

準
金
認
め
る
以
上
は
、

居
し
た
ご
き
ょ
・
り
も
、
同
居
共
同
経
済
ご
し
た
ご
き
に
、

一
層
大
な
る
能
力
を
生
中
る
ご
認
め
得
ら
る
、
か
ら
で

あ
る
(
詰
一
間
)
0メ

ン
ガ
l
u
m
#
て
、
二
人
が
阿
二
町
制
刊
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
帯
出
結
婚
す
る
と
き
は
、
結
婚
前
よ
り
も
一
府
多
(
配
釧
ふ
ζ

主
誌
な
る

が
、
此
は
能
力
原
則
と
は
一
致
せ
ず
と
い
ふ
は
、
此
趣
旨
て
あ
る
ロ

(註-一-一)

(
註
-
四
)
尤
も
嗣
居
三
入
者
出
結
婚
闘
保
の
も
白
L

揚
告
に
は
、
道
内
錦
め
に
一
定
の
宥
恕
は
あ
っ
て
良
い
こ
と
却
諭
で
あ
る
。

)

)

 

ろ
枇
曾
政
策
上
1
l
l
a
家
族
員
の
一
所
得
を
集
計
し
て
課
税
す
古
い
ふ
が
、

(

(

 

論
租
勧
に
於
げ
る
家
計

一
面
か
ら
見
れ
ば
如
何
に
も
某
所

殻

第
二
十
五
巻

九

λ‘ 

第
五
観

九
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諭

議

第
二
十
五
答

四
O 

坦
積
に
於
け
る
家
計

丸
A 

館
五
抽
肺

得
が
其
れ
ど
り
大
い
の

rか
ら
嘗
然
ど
も
い
へ
る
け
れ
Y
」
も
.
他
方
か
ら
い
ふ
吉
、
妻
や
小
供
が
働
〈
の
は
、
貧

困
の
錦
め
伶
俄
な
〈
苫
れ
た

Z
V
ふ
気
の
毒
な
場
合
も
少
〈
な
い
。
然
る
に
此
気
の
毒
な
も
の
に
形
式
上
の
所
得

の
大
き
の
み
か
ら
見

τ課
税
す
る
の
は
枇
品
目
政
策
に
反
す
ご
も
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
(
詰
一
五
)
O
b
け
れ
Y
」
も
此

に
つ
い
て
は
我
現
行
法
下
で
も
、
少
(
正
も
十
八
歳
未
湖
、
六
十
歳
以
上
で
あ
る
限
b
若
干
の
控
除
が
行
は
れ

τ

或
度
ま
で
此
弊
を
緩
和
し
て
居
る

L
U
品
川
英
上
に
も
前
に
も
い
ふ
や
う
仁
、
妻

ω劫
勢
一
所
得
を
血
中
「
る
場
合
に
一

定
所
得
矧
を
兎
宇
る
か
、
戒
は
共
所
得
が
一
定
の
大
古
以
下
の
ご
き
は
集
計
か
ら
除
〈
ご
す
れ
ば
、
助
帥
弊
を
緩
め

• 
る
こ
ピ
は
出
来
る
。
集
を
行
ふ
た
以
上
は
、
集
計
融
税
北
(
も
の
は
公
平
の
根
本
的
要
求
か
ら

L
て
維
持
3
れ
な
り

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
駐
-
五
)

前
川
弘
一

o、
ベ
ラ
フ
エ
ル
ヂ
ス
参
問
。
制
彼
は
、
比
凪
世
に
は
大
口
反
却
が
あ
る
。
此
が
、
租
枇
負
拍
が
累
曲
的
に
分
間
せ
ら
る
ミ

9
 

ζ

と
、
下
厨
枇
合
出
宥
却
さ
る
λ

こ
と
、
枇
合
政
策
的
M
r
求
に
埴
ふ
こ
と
の
原
則
が
棋
掠
'
と
な
る
柚
に
制
す
る
か
ら
と
い
ふ
て
居
る
。

は
風
致
上

(
 )

)

 

1
妻
に
闘
し
1
1
1
a
集
計
訣
枕

ω原
則
は
、
夫
婦
別
に
周
産
を
有
つ
場
合
、
夫
婦
共
稼
の
場
合
に
、
内
線

(

(

 

関
係
を
保
つ
-
-
ご
を
利
己
せ
し
め
て
、
正
式
結
婚
を
、
巡
り

L
め
る
こ
正
、
な
b
(
詰
一
六
、

つ
ま
ら
比
目
的
結
婚
を
罰

す
る
こ
正
、
な
る
ピ
い
ふ
こ
己
が
ゐ
っ
て
(
詰
一
七
)
、
枇
曾
的
風
殺
を
奈
す
ご
い
ふ
こ
芭
を
耳
目
れ
い
な
い
。

b
之
全
避

〈
る
り
に
は
、
前
に
も
い
ム
や
う
に
仮
令
正
式
の
結
婚
ef
匁
き
宇
ご
も
、
内
線
の
妻
た
る
も

ω
に
つ
い

τは
戸
に

Bela Foldes， a. a. O. S. 42ι7. 19) 
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属
す
る
も
の
に
準
じ
て
謀
殺
す
る
の
制
度
か
採
れ
ば
良
い
。
尤
ち
此
に
は
多
少
の
商
倒
は
あ
ら
う
が
、
或
度
ま
で

行
ひ
得
る
ニ
さ
で
は
あ
る
。
向
共
上
に
も
妻
が
勅
努
所
得
eT
拳
「
る
場
合
に
前
に
皐
げ
た
や
う
な
府
恕
を
規
定
し

た
な
ら
ば
一
一
厨
良
い
。
或
は
財
産
だ
り
は
夫
婦
分
別
総
枕
を
許
す
こ
己
は
越
脱

ω大
な
穴
含
関
付
る
ζ

ご
に
な
る

か
ら
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
妻

ω勤
労
所
得
は
特
に
夫

ω
か
ら
し
て
分
別
課
税
を
許
す

E
Lて
も
宗
一
λ
)
、
徐
程

此
弊
害
緩
和
に
は
役
主
っ
。

(
註
二
A
)

例
之
英
闘
で
(
揃
身
者
向
見
枯
鮎
百
一
ニ
十
五
磁
て
.
夫
婦
山
は
二
百
二
十
五
時
だ
か
ら
)
夫
婦
各
百
三
十
磁
の
所
仰
を
邸
「
る
と
き
は
、

拙
身
な
れ
ば
相
続
、
制
約
止
前
に
入
れ
は
謀
枕
さ
れ
る
由
て
、
む
し
る
内
紘
倒
舶
に
て
供
向
組
憐
を
賀
行

L
て
桔

E
免
れ
る
ζ

と
に
な
る
叫

(
位
一
七
)
英
同
訟
は
鮎
姑
自
に
鮎
合
加
仰
に
釘
し
て
剖
企
を
観
す
る
乙
と
に
附
着
す
る
d

(
陸
一
八
)
制
謹
共
和
問
枕
訟
が
此
例
を
向
い
た
。
印
ち
訣
及
米
州
年
。
小
併
が
樹
立
又
は
非
樹
立
白
職
業
よ
り
、
誌
が
夫
内
的
業
と
刷
出
っ
た
替
業

u
 

k
り
所
符

E
得
る
と
き
は
、
事
又
は
ル
釧
は
樹
立
に
附
叫
す
る
。

ヨ
企
(
仙
の
家
族
員
に
闘
し

1
l
a
特
に
我
闘

ω採
っ
て
居
る
集
計
政
税
に
は
、
同
一
の
戸
に
泌
す
る
こ
正

吉
同
居
す
る
-
』
ピ
、
の
ニ
僚
件
を
要
す
る
が
、
之
を
逃
れ
る
絡
め
に
、
事
質
問
活

L
且
つ
共
同
叙
情
を
有
も
な
が

ら
.
戸
籍
上

ω戸
を
脱
す
る
こ
ご
が
行
は
れ
、
叉
同
一
戸
に
属

L
て
居
る
も
の
が
殊
一
見
に
別
居
し
て
此
が
通
用
を

逃
れ
や
う
ピ
す
る
こ
ご
に
な
る
。

で
夫
的
規
定
は
戸
を
曾
重
す
る
越
宵
で
出
来
な
が
ら
、
結
川
市
は
却
っ
て
戸
を
破

壊
し
、
分
散

L
、
解
放
し
っ
、
あ
る
。
戸
、
家
、
共
同
生
活
が
何
程
か
航
台
、
岡
家

ω存
立
の
上
に
大
事
な
も
の

諭

叢

四

租
酷
に
於
け
る
家
計

第
二
十
王
巷

第
宜
腕

;九
λ 
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第
五
斑

H
h

ご
す
る
な
ら
ば
、
右
山
り
結
川
市
は
些
ま
し
か
ら

F
る
も
の
だ
正

L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

b
之
を
防
「
の
に
は
、
親

一
廓
共
同
経
済
を
も
つ
も
の
さ
推
定
し
、
反
設
な
き
限
h
集
計
説
稔
ご
す
る
が

一
路
共
同
経
済
を
立
つ
る
も
の
E
推
定
し
た

日首

議

組
枯
に
机
即
け
る
家
計

第
二
+
宜
巷

P司

九
λ
固

族
者
に
し
て
同
居
す
る
も
の
は
、

良
〈
、
一
見
ら
に
同
一
戸
に
厨
す
る
以
上
は
、
別
居
L
て
居
っ
て
も
、

ら
良

htt
思
ふ
。

第
二
段

諸
他
の
視
に
於
け
る
家
計

家
計

ω問
題
は
主
ご
し
て
人
税
に
起
る
一
』
ご
上
仁
い
ふ
如
(
で
ゐ
る
か
ら
、
前
記
所
得
税
の
外
、
戸
数
割
に
於

て
起
る
こ
ピ
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
真
に
或
皮
ま
で
は
物
枕
に
も
起
る
。
滋
に
其
等
に
つ
い
て
読
過
し
て
見
や

。

'
「
ノ一

戸
数
割

l
lは
貨
に
一
戸
を
檎
ふ
る
も
の
又
は
濁
立
の
生
計
台
畿
な
も
の
に
課
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
h
J
、
而
か

も
其
戸
ご
い
ふ
の
は
戸
籍
上
の
戸
で
は
な
〈
、

一
の
住
居
古
い
ふ
意
味
で
ゐ

h
、
つ
ま
h
一
経
済
取
位
、
帥
も

家
計
を
立
つ
る
も

ω
に
就
い

τ課
す
る

ω税
で
ゐ
る
。
だ
か
ら
し
て
此
は
、
夫
の
所
得
税
が
同
居
、
岡
戸
古
い
ふ

こ
ど
を
僚
件
正
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
家
計
ご
閥
係
を
有
た
し
て
は
居
る
が
、
術
ほ
筒
人
主
義
的
原
則
を
多
分
仁

有
つ
の
じ
比
し
て
は
、

一
層
多
〈
家
計
を
本
位
正
す
る
も
の
で
あ
b
、
戸
数
制
は
つ
ま
ち
家
計
枕
ご
い
ふ

τも
良

ぃ
。
併
し
質
際
に
つ
い
て
見
る
ご
、
各
の
家
計

ω車
位
を
摘
h
u

こ
ご
に
は
可
な
h
六
っ
か
し
い
も
の
が
ゐ
る
。
其

" 



れ
で
賞
際

ω成
果
日
ら
い
ふ
ご
此
に
苦
情
が
多
々
起
hJ
得
る
で
あ
ら
う
。

二
諸
物
税
、，A消
費
枕

い
一
般
に

1
l消
費
税
の
納
税
義
務
者
は
法
定
の
保
件
に
合
す
る
筒
人
百
十
ふ
二
芭
仁
な
る
が
、
(
倒
之
、
酒

詑
杭
な
れ
ば
酒
の
製
造
者
芸
人
)
.
併
L
捻
税
者
は
英
物
を
消
費
す
る
叉
は
、

U
し
ろ
購
買
[
代
舗
を
支
抑
ふ
者

古
い
ふ
こ
ご
、
な
h
、
此
の
如
き
は
、
家
族
、
家
訂
正
い
ム
共
同
経
済
車
位
を
代
表
す
る
家
長
に
外
な
ら
争
、
成

は
家
計
北
(
も
の
に

t
L
τ
も
良
〈
、
家
計
内
の
各
筒
人
ピ
ピ
い
ふ
こ
ご
が
時
芭
'
し
て
は
あ

b
得
て
も
、

一
般
に
い

へ
ば
り
し
ろ
家
計
、
又
は
家
計
長
で
め
る
ご
す
る
を
嘗
れ

b
t
す
る
。
此
翻
仁
於
て
殆
ん
H

と
凡
べ
て
の
消
費
税
が

家
計
ご
交
渉
す
る
定
一
九
百

(
陸
一
九
)

ス
タ
ン
プ
位
、
消
究
耽
は
山
内
1
4
引
の
共
油
白
財
布
川
り
ょ
に
師
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
は
明
か
で
あ
る
。
挑
む
ざ
れ
ば
、
所
持
を

唱
た
ぬ
人
民
自
謀
枯
せ
ら
る
、
と
と
与
な
る
。
共
胡

ω
財
布
は
泊
例
は
一
家
族
的
父
の
給
料
だ
と
い
ふ
マ
肘
る
四

ろ
特
仁
織
物
消
費
税
|
|
じ
て
は
納
税
上
に
も
幾
ら
か
家
計
を
考
慮
し
て
居
る
。
帥
も
自
己
又
は
其
家
族
の

用
に
供
す
る
織
物
の
製
造
を
兎
税
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
が
、
共
の
家
族
古
い
ふ
の
は
、
形
式
解
料
上
は
戸
籍

上
の
家
族
正
い
ふ
こ
ご
に
な
ら
う
が
、
併
し
消
提
枕
の
性
質
か
ら
い
へ
ば
む
し
ろ
経
済
上
の
家
族
ご
す
ぺ
き
で
ゐ

ら
う
。
之
に
よ
り
て
家
計
上
の
事
怖
を
考
慮
す
る
も
の
正
す
ぺ
き
で
あ
る
。
党
も
質
際
多
〈
の
場
合
仁
は
こ
の
家

ダ、

“聞

強

第
二
十
五
巷

~g 

租
椙
に
於
け
る
家
計

第
五
掛

九
八
五

SI乱mp.1. c. p. 76. 23) 

L 一一
• 1 ~ '. ， 



白骨

議

租
拾
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
佳

L
L
f
 

f'
百
円

J
F

情
味
腕

四
回

は
一
致
し
た
一
も
の
で
め
ら
う
。
此
は
農
村
の
下
岡
崎
氏
仙
一
家
計
か
ら
見

μ
ば
一
膝
尤
も
な
免
税
た
が
、
等
し
〈
下
屠

民
で
も
郡
命
日
民
が
之
を
受
け
必
ご
い
ふ
の
ど
は
不
釣
合
で
あ
bJ
、
夏
に
農
村

ω下
尉
民

ω見
税
に

υは
加
加
す
べ
し

ピ
Lτ
色
、
共
土
居
階
級
も
が
之
に
奥
か
る
の
は
過
ぎ
て
居
る
ご

L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

B
交
通
税

い
い
相
紛
税

|
lに
τは
営
然
、
家
族
ご
い
ふ
こ
ピ
が
問
題
ご
な
る
。
我
図
法
の
解
蒋
か
ら
し
て
は
凡
ぺ
て
戸

籍
上
の
家
族
を
問
題
ご
す
る
の
だ
が
、
経
済
上
の
家
族
、
家
計
か
ら
し
て
も
問
題
ご
す
ぺ
き
も
の
は
あ
る
。
刊
現

行
法
に

τは
第
一
、
家
借
相
縦
我
山
♂
探
誕
窓
・
を
加
減
す
る
の
に
、
相
縦
人
が
被
相
秘
人
の
一
定
の
家
族
た
り
し
ゃ

が
問
題
ピ
さ
れ
、
家
族
に
0
じ
も
の
が
然
ら
5
る
も
の
よ
h
も
艦
課
さ
れ
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
。
共
は
勿
論
戸

籍
上
の
関
係
か
ら
定
ま
品
。
此
は
我
岡

ω如
〈
戸
籍
上
の
戸
を
曾
重
す
る
以
上
は
常
然
だ
ご
も
い
へ
る
が
、
精
密

に
能
力
原
則
か
ら
見
る
正
、
事
質
上
仙
一
家
族
員
に
よ
る
方
が
至
常
の
ゃ
う
で
ゐ
る
。
円
克
に
一
定
の
闘
係
者
間

ω

胸
奥
を
以
t
、
直
ち
に
遺
産
相
縦
の
開
始
己
見
倣
し
て
課
税
す
る
、
共
闘
係
が
H
T
家
を
骨
川
す
に
際
し
又
は
分
家
セ

柏
崎
し
た
る
の
後
、
本
家
の
戸
主
叉
は
家
族
が
分
家
の
戸
主
又
は
家
族
に
婚
奥
を
柏
崎
し
た
る
正
き
ご
あ
る
。
比
は
凡

ぺ
て
戸
籍
上
の
本
家
分
家
的
関
係
で
ゐ
る
。
此
は
相
縦
税
の
辿
肱
防
止
か
ら
出
来
た
規
定
で
ゐ
っ
て
、
常
然
の
規

定
ご
す
ぺ
き
で
ゐ
る
。

川
取
引
税

i
日
本
で
は
な
い
が
、
湖
沼
の
其
れ
に
て
一
定

ω自
家
用
の
物
に
つ
き
之
主
じ
て
居
る
山

Strutz. a. a. Q. S. 769・24) 
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C
牧
{
暗
殺
1
1
1
に
て
は
非
常
な
例
外
に
が
、
我
邦

ω地
租
に
て
兎
枕
貼
を
定
め
る
の
に
、
地
視
を
納
む
〈
当
者

の
住
所
地
市
町
村
H
A
北
(
隣
接
市
町
村
内
に
於
け
る
田
畑
地
債
の
合
計
金
額
、
共
同
居
家
族
の
H
Y
E
合
算
し
、
武
百

岡
未
満
な
る
ご
き
己

l
f居
る
。
此
れ
ま
た
家
族
ピ
は
戸
籍
上
の
家
族
ど
が
、
併
し
大
祇
は
経
済
上
の
家
族
で
も

あ
L

リ
、
家
計
を
同
じ
〈
す
る
も

ω
で
ゐ
る
。

結

論

以
上
要
之
、
和
枕
に
於
け
る
一
家
計
己
い
ふ
こ
ご
は
従
来
動
も
す
れ
ば
閑
却
さ
れ
て
も
居
b
、
腕
日
附
さ
れ
て
も
居

る
り
れ
ど
も
、
各
人

ω質
際
生
活
に
家
族
ご
い
ふ
も

ωが
あ
ち
、
家
計
ご
い
ふ
も
の
が
存
す
る
以
上
、

そ
し
T
我

邦
に
は
之
Z
共
に
別
に
戸
籍
上
の
家
ピ
い
ふ
も
の
が
弁
在
す
る
以
上
は
、
此
貼
eT
閑
却
L
無
印
刷
す
る
こ
ど
を
待

向
。
そ

Lτ
誌
は
主

E
L
τ
は
人
税
に
て
特
に
所
得
税
仁

τ
問
題
と
な
る
り
れ

E
も
、
戸
数
制
に
て
も
闘
よ

h
枕

同
調
上
蛍
然
問
題
正
さ
れ
る
し
、
物
税
に
て
も
就
中
、
消
費
税
の
如
き
に
て
は
携
税
の
附
係
仁
於
て
家
計
ピ
い
ふ
も

の
を
閑
却
し
て
は
な
ら
な
レ
。
其
他
の
物
税
仁
ー
も
或
皮
ま
で
家
計
己
の
闘
係
を
有
つ
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
特

諭

題

租
借
に
於
け
る
家
計

第
二
十
五
巷

九
λ
・セ

第
五
貌

R~ 
宝1

に
問
題
ピ
せ
ら
れ
る
所
得
税
に

τは
、
従
来
の
考
慮
の
方
法
で
は
不
満
足
な
も
の
が
あ
る
寸
b
、
之
金
今
一
際
考

量
Lτ
、
之
が
弊
害
緩
和
の
策
evu
講
中
る
必
要
ゐ
b
E
溜
め
ら
る
る
。
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